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『会長挨拶』 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   あぜち    まさはる 

会長 畦地 正治 
３月３日、日本代協の平成２８年度臨時総会に出席してまいりました。 

コンサルティングコースの受講勧奨について、各代協が目標を達成し、過去最高と 

なる１，７５９名の申込みがあったとの岡部日本代協会長よりのお礼に続き、『損 

害保険大学課程』、『社会貢献活動』、『日本代協新プラン』３つの取り組みを事業の 

柱に据えて日本代協は２９年度も引き続き活動を展開していきますなどの挨拶の後、 

総会付議事項の２９年度事業計画案、２９年度収支予算案、その他の審議がなされ、 

承認されました。 

その後開催の全国会長懇談会では、各地区ブロックにてコンサルティングコース 

受講勧奨、年金基金の加入、会員増強等の踏み込んだ意見交換をしてまいりました。 

その中で、現在日本代協より各代協に送信されてまいります≪ご参考≫、≪ご連絡≫ 

としての情報メールを、他代協の中にはアドレス登録がなされている全ての会員の 

皆様に転送し、情報提供をされている代協が多くありました。 

そこで最新の業界動向や取り組みをタイムリーに情宣していくために岐阜県代協でも迅速に伝達すべき情

報についてはメール送信での情報提供の推進をしていこうと思います。 

すでに日本代協より『日本代協ニュース』として紙ベースで２回、ダイレクトメールで８回発信されており

ますが、今後、それ以外の日本代協よりの≪ご参考≫、≪ご連絡≫の情報メールを岐阜県代協事務局より発

信させていただきたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

日本代協の臨時総会といえば、６年前の臨時総会の午後、全国会長会議開催中、有史以来最大規模の被害

をもたらしたあの東日本大震災が発生しました。その日、岐阜県からは現日本代協会長の岡部氏、岐阜県代

協前々会長の大江氏、日本代協元理事の道家氏が参加されておりました。岐阜県代協ニュース２０１１年３

月号の大江会長の挨拶の中に地震の揺れの大きさ、窓の外の様子、帰路につく交通は全てストップ、ホテル

も全て満室かクローズ・・・当時の生々しい様子を報告されておりました。度重なる余震で揺れ続ける中、

日本代協事務局や総会会場の損保会館の一室で一夜を過ごした方も大勢おられたとのことでしたが、何はと

もあれ、皆さんご無事に帰宅されたことを知り、ホッとしたことを記憶しています。 

こうした大規模災害は、いつどこで起きてもおかしくありません。『大きな地震は滅多にないから保険に入

らない』ではなく、滅多にはないけれど壊滅的なダメージを与える地震だからこそ、保険で備えておくべき

です。復興までは時間がかかります。復興までの間には、様々なお金も必要になることが考えられます。  

過去の教訓を胸に地震のリスクを認識して、お客さまへのリスク喚起、防災アドバイスとともに地域社会に

寄り添う代理店として信頼度・認知度を高めてまいりましょう。 

 さて、４月に入れば、岐阜、西濃、中濃、東濃、飛騨、５支部すべての定時総会が順次行われます。 

そして、５月１７日には「長良川スポーツプラザ」にて県総会が開催されますので会員の皆様のご協力を 

よろしくお願い申し上げます。 

また、県総会後の記念セミナーには講師に（株）インターリスク総研 新領域開発室 マネジャー・上席

コンサルタント 蒲池 康浩（かまち やすひろ）氏をお招きし、「自動運転技術に関する最新動向と将来

像」～真の「最前線」を知る～ を講演いただく予定ですので会員の皆様のご出席をお願いいたします。 

１ｐ・・会長挨拶／目次            ８ｐ・・中さんの保険諸国慢遊記（131）   ① 
２ｐ・・スケジュール／事務局より       ９ｐ・・   ～保険ジャーナリスト    ② 
３ｐ・・支部活動報告①           １０ｐ・・           中﨑章夫  ③ 
４ｐ・・支部活動報告②／ゴルフ同好会案内  １１ｐ・・『街道シリーズ』（飛騨街道 3） 松尾 一 
５ｐ・・委員会報告             １２ｐ・・提携事業者広告掲載① 
６ｐ・・会員投稿              １３ｐ・・提携事業者広告掲載② 
７ｐ・・代理店紹介 （飛騨支部）            １４ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
                                       １５ｐ・・新入会員のご紹介 
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～ 事務局より ～ 

【総会日程のお知らせ】 

県代協     平成２９年 ５月１７日（水） １３：３０～   長良川スポーツプラザ 

岐阜支部   平成２９年 ４月１８日（火） １４：００～   メディアコスモス 

西濃支部   平成２９年 ４月２１日（金） １４：００～   スイトピアセンター 

中濃支部   平成２９年 ４月１１日（火） １１：００～   日本ラインゴルフクラブ 

東濃支部   平成２９年 ４月１３日（木） １１：００～   みわ屋 

飛騨支部   平成２９年 ４月 ７日（金） １８：００～   八千久 

     ※ 上記、県代協総会、支部総会を都合上欠席される会員の方は必ず委任状をご出状 

        くださいますようお願いします。 

【正会員年会費振替のお知らせ】 

     平成２９年 ４月 ２４日（月）に平成２９年度 第Ⅰ期の正会員年会費を口座より 

振り替えさせていただきますのでよろしくお願い申し上げます。 

岐阜県代協事務局  

TEL ： ０５８－３２９－００５０   FAX ： ０５８－３２９－００４０ 

Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp   （担当：小川百合子） 

 

 

 

～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

３ １４ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田宿 

 １７ 金 県代協 三役会（１４：００～） 県代協事務局 

 １７ 金 広報 委員会（１１：３０～） 河渡橋 楽 

 ２４ 金 西濃 ボウリング大会（１８：００～） 大垣ボウリングセンター 

４ ５ 水 県代協 理事会（１３：３０～） 瑞穂総合センター 

 ５ 水 西濃 例会（１１：３０～） 大垣 五右衛門 

 ６ 木 岐阜 役員会（１２：００～） 岐阜県図書館 

 ７ 金 飛騨 支部総会（１８：００～） 八千久 

 １１ 火 中濃 支部総会（１１：００～） 日本ラインゴルフクラブ 

 １３ 木 東濃 支部総会（１１：００～） みわ屋 

 １８ 火 岐阜 支部総会（１４：００～） メディアコスモス 

 ２１ 金 西濃 支部総会（１４：００～） スイトピアセンター 

 ２４ 月 県代協 【年会費振替】  

 ２６ 水 組織 委員会（１４：００～） 県代協事務局 

５ ９ 火 中濃 例会（１０：３０～） 太田宿 

 ９ 火 飛騨 役員会（１３：３０～）、例会（１３：３０～） 損ｼﾞｬ日本興亜 高山支社 

 １７ 水 県代協 定時会員総会（１３：３０～） 長良川スポーツプラザ 

 ２５ 木 ゴルフ同好会 第３０回岐阜県代協ゴルフ同好会コンペ 岐阜関ＣＣ（東コース） 

６ １６ 金 日本代協 定時総会（１０：００～） 損保会館 

スケジュール/事務局より 



 

 

- 3 - 

 

 

【岐阜支部３月役員会報告】 

開催日時 ： 平成２９年３月１０日（金）１８：００～  開催場所 ： はなの舞 新岐阜店 

参加者数 ： １３/１６名                            報告者名 ： 井戸貴之 

≪議題≫ 

①4 月総会について 

岐阜支部総会が 4/18（火）メディアコスモスにて開催されます。時間は１４時から。 

記念セミナーを保険ジャーナリストの中崎章夫氏にお越しいただき保険情勢を語っていただきます。 

②県代協より報告 

 ・組織・・・2 月会員増強キャンペーン 全 6 店加入 そのうち岐阜は 5 店 

 ・CSR・・・４/１６（日）長良川清掃 小雨決行 

同日１７時より岐阜駅北口 １F と２F で地震保険普及キャンペーンを行いました。参加者は１５名 

寒い中、チラシ配りを行いました。１件でも地震保険の加入促進につながればと思います。 

 

※次回役員会 平成２９年 ４月 ６日（木）１２：００～ 岐阜県図書館にて 

 

【西濃支部３月例会報告】                                             

開催日時 ： 平成２９年 ３月 １日（水）１１：３０～  開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

①委員会報告 

 ・企画環境・・・レンタルバイクの紹介手数料について、代理店手数料体系について 

 ・広報機関誌・・・２月２５日（土）中日新聞「損害保険トータルプランナー」広告掲載の報告 

 ・CSR・・・「地震保険普及キャンペーン」参加要請・・７名参加予定 

       ３月１０日（金）１７：３０分～ JR 大垣駅北口通路にて行います 

 ・教育・・・コンサルティングコース受講申し込みの目標達成の御礼 

        目標１５名に対し３０名の申し込みがありました 

 ・県代協・・・２月１５日（水）の合同セミナー参加御礼 

        ２月１６日（木）金融庁ヒアリングの報告②その他 

②３月２４日（金）西濃支部ボウリング大会 １７：３０～ ・・・大垣ボウリングセンター 

          懇親会・表彰式 １９：００～     大垣駅３F「日本海庄や」 

③４月２１日（金）西濃支部総会 １４：００～     大垣スイトピアセンター学習館 

         安全運転講習 １５：３０～１７：００ マジオドライビングスクール 

          懇親会 １７：３０～      ・・検討中 

④５月１７日（水）県代協総会  

※次回例会  ４月 ５日（水）１１：３０分～  大垣「五右衛門」 

 

 【中濃支部３月例会報告】 

開催日時 ： 平成２９年 ３月１４日（火）１０：３０～   開催場所 ： 中山道会館太田宿 

参加者数 ： 参加者１０名（出席率３０％）         報告者名 ： 福地 誉 

≪議題≫ 

①委員会報告 

・ＣＳＲ・・３月１０日地震保険普及キャンペーン、献血への協力、救急救命講習への参加 

      ぼうさい探検隊への取り組みについて 

・企画環境・・ノベルティーの問題について、商工会議所関連の保険募集について  

・組織・・会員増強について、支部単位では１店増加 

②支部総会・・４月１１日（火）１１時より、日本ラインゴルフ倶楽部にて開催 

③定例会・・・５月  ９日（火）定例会 勉強会を開催 

④県代協総会・・・５月１７日（水） 

※次回例会 平成２９年 ５月 ９日（火）１０：３０分～ 中山道会館太田宿にて 

支支部部活活動動報報告告 
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第３０回 岐阜県代協ゴルフ同好会 コンペ開催！！ 
 

 ２００３年１１月に第１回が開催され、重ねること３０回を迎えました。記念すべき第３０回大会を以下

の通り、開催致します。本年２０１７年の男子ゴルフ、日本オープン開催コース、岐阜関カントリー倶楽部

（東コース）です。初のキャディ付きプレーとなり、費用が高めとなっており、大変恐縮致しますが、皆様

お誘いあわせの上、多数のご参加をお待ちしております。新規参加者の方も大歓迎です。 

 

開 催 日 ： 平成２９年５月２５日（木） 

開催場所 ： 岐阜関カントリー倶楽部（東コース） http://gifusekicc.com/ 

集合時間 ： ９時３０分（ティーオフ：１０時１２分）アウトスタート（1Way）６組を予定 

プレー費 ： ￥１万７１９０円（キャディ付）  ※昼食等は含みません。    

参加費  ： ￥２，０００（賞に充当されます）＋「協賛金」（プレー終了後確定） 

競技方式 ： 自己申告ハンディキャップ（詳細は別途）による、ストロークプレー。  

賞    ： 優勝、準優勝、３位、BB 賞など順位賞、ニアピン賞など。 

 

 

【東濃支部３月例会報告】 

開催日時 ： 平成２９年 ３月 ９日（木）１１：３０～  開催場所 ： みわ屋 

参加者数 ： ６名                    報告者名 ： 安江 努 

≪議題≫ 

①平成 29 年度東濃支部定時総会の打ち合わせ 

②委員会報告 ＣＳＲ・・日時：3 月 10 日(金) ＡＭ7:30 集合・開始 

場所：ＪＲ中央線多治見駅、中津川駅  

内容：チラシ、ティッシュ配布 

 

【飛騨支部３月例会報告】 

開催日時 ： 平成２９年 ３月 ７日（火） 例会１１：３０～、昼食会１２：００～ 

開催場所 ： 飛騨ホテル２階 来来飯店    参加者数 ： １０名（役員９名、会員１名） 

報告者名 ： 清水 公男 

≪議題≫ 

①協議事項及び連絡事項 

・県代協総会 ５月１７日について 

・支部総会  ４月７日について八千久にて １８：００より 

・地震キャンペーンの報告 

・退会者連絡 

②委員会報告・・・企画環境・・業務連絡会（損保会社）で１０分ほど代理店勧誘、提携弁護士について 

・広報機関誌・・２月１４日 東海ブロック報告、トータルプランナー中日新聞掲載について 

・ＣＳＲ・・３月７日、昼食例会の後（１：３０～３：００）地震保険キャンペーン開催、 

      高山市役所駐車場～ひだホテル前にて １０名参加 

③その他 

・来期支部事業計画について 

 代理店賠責セミナーを予定したが個別支部には行えないとの事で、 

 ハンジョウセミナーを改めて考える事となった。会員増強につなげる事が課題。 

 ※次回例会 平成２９年 ５月 ９日（火）役員会 １３：３０～、例会 １４：００～  

損保ジャパン日本興亜 高山支社３階 
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【ＣＳＲ委員会】 
●地震保険普及キャンペーン報告 

開  催  日 ： 平成２９年 ３月１０日（金）、平成２９年 ３月７日（火）（飛騨支部） 

場所・時間 ： 岐阜支部 ＪＲ岐阜駅前（17：30～）、西濃支部 ＪＲ大垣駅北口（17：30～） 

        中濃支部 バロー美濃加茂店（17：00～）、東濃支部 ＪＲ多治見駅前、ＪＲ中津川 

駅前（7：30～）、飛騨支部 高山市役所付近～ひだホテル前（14：00～） 

参 加 者 数 ： ５２名 （岐阜支部 １５名、西濃支部 ８名（会員７名＋東京海上大垣支社長） 

中濃支部 ６名、東濃支部ＪＲ多治見駅前 ８名,ＪＲ中津川駅前５名、飛騨支部 １０名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（岐阜支部 ＪＲ岐阜駅前） 

                      （西濃支部 ＪＲ大垣駅北口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中濃支部 バロー美濃加茂店） 

                             （飛騨支部 高山市役所付近） 

                                                

 

●「長良川を美しくしよう運動」のご案内 

日    時  ： ４月１６日（日） ７：００ ～  小雨天決行 
        （ＴＥＬ等にて開催確認ができませんので、各自の判断ができない場合は 

委員長 高橋 励までご連絡ください） 

集合場所  ： 長良橋たもとのインラインスケート場 

持 ち 物  ： 軍手、あれば火バサミ 

※ ご参加いただけます方は県代協事務局までご連絡ください。 （報告者 委員長 高橋 励）                        

委員会報告 
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会員投稿 

～風に抱かれて～ 

私は、暇があればバイクと遊んでいます。 

これからの季節、バイク乗りには最高の季節になり、楽しみも増えています。現状、ツーリングに行くとび

っくりするくらいオッサンライダーが沢山います。昔乗りたかった大型バイク、ハーレーダビッドソンの多

い事にもびっくりです。 

国内の新車登録ではハーレーダビッドソンがトップです。 でも残念なことに非常に行儀の悪いライダーも

います。 転倒もしてます。封鎖されていた扉を開けられ、少しお金も稼げた。・・・さあ流行りに乗ろう！

事故ってしまう！ 

原因の 1 つは「三ない運動」もつながるように思います。 16 才からバイクの免許所得可能であり 「バ

イクってカッコいい、自分も乗りたい!」という自我が目覚めたときにダメ出しをくらい、高校生によるバ

イクや自動車の運転免許証取得、車両購入、運転を禁止するため「免許を取らせない」「買わせない」「運転

させない」というスローガンを掲げた社会運動である。1980 年代のバイクブームに伴う交通事故の増加や

暴走族による危険走行や騒音によって、バイクに対する否定的なイメージが社会に広まったことに対し、全

国の教育委員会や PTA が中心となり推進してきたものだ。 

それが最近になって様相が変化してきている。 選挙権年齢が 18 歳以上に引き下げられるなど高校生の自立

を促すことが求められており、交通安全についても自ら考えさせることが大切だと思う。バイクに関する生

徒指導を検証し、運動のあり方を検討する意向を示す必要がある。 

80 年代から全国に広まった「三ない運動」は、高校生からバイクに触れる機会を奪うことで、交通事故を

大幅に減らしたわけである。 もちろん、バイクによる痛ましい死傷事故を 1 件でも減らせればと願う気持

ちは万人に共通する思いだろう。 その意味で「三ない運動」はたしかに一定の効果があったと思う。  

ただ、「臭いものにフタ」的な発想でバイクを危険なものと決めつけ、子供たちから遠ざけて、完全にシャ

ットアウトしてしまうのもどうか。 関のハサミ、包丁と同じで、使い方によっては便利な道具も危険な凶

器になってしまうことを先ず教えるべきではないか。 全国的にも最近では自転車や歩行者も含めた「マナ

ーアップ運動」に力を入れているケースが目立っており、現在、群馬県、埼玉県は「三ない運動」見直しが

されている。 すでに九州では排気量の制限はあるが通学に使用している。これから公共交通機関変化、生

活環境の多様化など考えると高校生もバイクに乗ることも認めても良いのではないでしょうか？ 自転車

で関から岐阜や美濃加茂まで通学している生徒がいる現状、色々な意見はあると思いますが、如何でしょう

か？私たちの業界も貢献できるのではないでしょうか？ 

最後にバイクに乗るときは前の晩のお酒は控えるか無しにすることをお勧めします。 転倒リスクが高い

ので、私の経験上飲まない方が五感の冴え方がはっきりします。表題のように（風に抱かれて）季節を肌と

鼻で感じ、青空の中、海風・山風に抱かれることは何より私にとっては命の洗濯です。 

                                   

(投稿者 石原 壮逸) 

 

 

 



 

 

- 7 - 

 

 

 

 

 

飛騨支部 有限会社 Buddy 
 

＜代理店名＞ 

有限会社 Buddy 

 

＜所在地＞ 

〒506-0055 

  高山市上岡本町７丁目４３５番地 

   Tel  0577-37-5362 

Fax 0577-37-5361 

 

＜代表者＞ 

代表取締役 徳永 徹 

 

＜スタッフ＞ 

 ３名（パート１名） 

 

＜取扱保険会社＞ 

損保 日新火災海上保険株式会社   計 １ 社 

 生保 オリックス生命保険株式会社  計 １ 社 

 

＜略歴＞ 

生保・損保一社専属で研修生卒業後法人化。 
前職はトヨタのディーラーに２０年在籍。 

その後前職トヨタの取り扱代理店では無い日新火災に研修生として入社。 

保険代理店を目指し２０年になります。 

当初数年は専属でしたが、若い社員を育てるため前職の強みを生かし自動車を販売させて育てる手法で 

社員を育成しようと試みています。 

対外的には保険屋さんが車を売っていると言う通常の逆パターンを売りに業務を展開しています。 

中々思う様には行きませんが、一日千秋の思いで日々業務に励んでおります。 

 

＜フィロソフイー＞ 

顧客満足の創出・明るく楽しく仕事が出来る事。 
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中さんの保険諸国漫遊記（１３１） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

大災害時に問われる代理店価値 

東日本、熊本の大震災が突き付ける代理店の役割 

◇東京代協中央支部語ろう会で製鉄所の社会見学 

 ３月３日（金）、茨城県鹿嶋市の新日鉄住金鹿島製鐵所の工場見学の機会を得ることになった。東京代協

中央支部活動の一環で毎年この時期泊まり込みで研修を兼ねて実施される「語ろう会」。支部メンバーの新

日鉄住金保険センターの与田社長の尽力で実現し、これに、これまで何度もこの回の講師を引き受けてきた

関係でゲスト招待あり、喜んで参加した。支部長の神山さんと秋山さんと一緒に車で出かけた。昼間潮来の

うなぎ屋錦水（きんすい）で食べた江戸前のうな重はフワフワトロトロで実においしかった。 

 新日鉄住金鹿島製鐵所では、２時間コースの工場見学を実施しており、小学生の社会科見学をはじめ一般

の方々含め、年間３万人の見学者がある。今回ゲストの私を含め１３名の参加があった。 

（http://www.nssmc.com/works/kashima/about/visit.html/） 

 午後１時集合し、約２時間のコースだ。研修センターで３０分、まず新日鉄住金の鹿島製鐵所の歴史や製

鉄の所の概要を聞きビデオを見た後、見学用に用意された作業着、ヘルメットやメガネ、トランシーバー、

軍手などを身につけ、マイクロバスで構内見学となった。何せ鹿嶋市の９分の１、東京ドーム２２０個分の

広大な敷地内を車中から見て回る。２つの高炉は壮大であったし、高炉でできた１３００度の高熱の銑鉄を

運ぶラクビ―ボールのような形をした鋼鉄製貨車トーピッドカーには目を奪われた。「溶けないのか」の疑

問には、内部に耐熱煉瓦が２層構造で張り巡らしてあるから大丈夫とのこと。 

 構内は撮影禁止だったが、唯一高炉をバックに写真が許されるところで記念撮影。この後、熱延工場（薄

板）工場内を６００ｍにわたり見学、高炉から運んできた灼熱の銑鉄を１２００度まで加熱し、巨大なオレ

ンジの板状の塊に成形し、ローラーで運び、圧延機で大量の水をかけながらそれを薄い鋼へと段階的に引き

延ばしてゆくプロセスを見学通路越しに体験することができた。熱風が押し寄せ、さながらサウナ状態であ

った。まさに鉄は熱いうちに打ての壮大な工程が目の前に展開した。製鉄所の光景はドラマ大地の子で見た

ぐらいであったが五感で味わう機会を得たのは実にラッキーであった。薄板のロール鋼が作られていくダイ

ナミックな光景がそこにあった。 

 この後、新日鉄住金保健センターの方の案内で、鹿島アントラーズのクラブハウスやカシマスタジアム、

鹿島神宮参拝と３時間半ほどの間、実に有意義な見学ツアーであった。宿泊は研修センター内の宿泊施設、

これがまた素晴らしかった。 

  

◇鹿島の神と大ナマズと要石 

 翌朝、神山さん、秋山さんと３人で帰りがけ再び鹿島神宮を訪れる。前日、閉館したため見そびれた宝物

館の国宝の直刀と、地震を抑える石であるとしての信仰の対象とされて祀られてきた要石（かなめいし）を

見て回ることだった。 

 国宝の直刀（ふつのみたまのつるぎ）は、全長２．７１メートル、通常の刀３振り分もある。１２００～

１３００年前の奈良・平安年代に作られ奉納されたもので、この地、鹿嶋、若松の浜の砂鉄で作られたもの

と８世紀の『常陸風土記』に記載もある。まさにこの地は昔から鉄に由来する土地柄だったのだ。 

 要石は、奥宮から右にかなり行ったところにある。鹿島神宮は、武道の神様である武甕槌大神（たけみか

づちのおおかみ）を祀っているが、この神様がこの地に舞い降りたときの座石とも。また昔から実は地震が

起きるのは地中の大ナマズが暴れて引き起こすものだと信じられ、その大ナマズを押さえるべく、地中深く

沈めて石で押さえこんでいる鎮め石とも。常陸国一ノ宮の鹿島神宮の要石は、大ナマズの頭を押さえこんで

地中深くに鎮めているのに対し、千葉県の下総国一ノ宮の香取神宮の要石は大ナマズの尾を押さえこんでい

る、とも。このため、この地方では地震は起きるが大きな被害はないといわれている。 

http://www.nssmc.com/works/kashima/about/visit.html/
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 祀られている実際の要石は想像をはるかに超えて、頭頂部のみ僅か（高さ１５センチ位、直径４０センチ

位）地上に露出している霊石で、江戸初期に水戸光圀公が調査のため掘り起こそうとした時には地中深く埋

まっていて何日かけても掘り出せず断念したという記録が残っている。 

 この石の存在を一躍有名にしたのが江戸時代の安政の大地震（１８５５年１０月、４３００人の死者を出

し１万戸以上の家屋が倒壊）だった。大地震に対する江戸市民の恐怖感から地震から家を守るお札（鹿島神

宮のなまずの絵がモチーフに使われた）が流布した。地震が１０月（神無月）であり、鹿島の神様は出雲に

出掛けていて留守であったとの話も説得させるものがあったとも。「揺ぐともよもや抜けじの要石、鹿島の

神のあらん限りは」との歌も残されている。 

  

◇東日本震災６年、熊本震災１年、地震リスクと保険 

 「地震は忘れたころにやってくる」とはよく言われることだが、いまなお復旧・復興が続く２０１１年３

月１１日の東日本大震災（平成２３年東北地方太平洋沖地震）から６年、２０１６年４月１４日の熊本震災

（平成２８年熊本地震）から１年を迎える。 

 ともに大震災が如何に、多くの人の生活や仕事を一変させてしまうか、その巨大なリスクを改めて思い知

らされるところとなるとともに、その損害の復興に膨大なエネルギーを要しているのである。それと同時に、

平時には見えない人と人の結びつきの大切さ、モノの大切さを改めて痛感させてくれる。 

 東日本大震災では、地震保険金支払いは１兆２，７０６億円を記録する大災害となった。また、熊本は３，

４８８億円の支払となった。最近の地震の発生を見ると、日本列島各地であまねく起こっており、しかも地

震リスクの高いとマークされていないところでの地震被害が目立っている。地震リスクへの備えが日本全国

どこでも必要なことを改めて痛感させてくれている。 

 地震被災時に必要な生活資金確保を目的とする家計地震保険制度が創設されて５０年、地震リスクとそれ

に備える地震保険に対する認識は急速に高まりつつあり、それは火災保険への地震付帯率の向上となって表

れているが、まだまだ地震保険を付けていない方々も多い。これら、大震災は地震リスクの怖さ、保険の役

割とともに、保険代理店の役割や使命も再確認させてくれたともいえる。その原点には、地域や人の役に立

つ、貢献するというという存在価値が改めてクローズアップされたことである。 

  

◇被災者も付保の有無で明暗分かれる 

 東日本大震災でも熊本地震でも、改めて浮き彫りにされたのが、地震保険の役割の再確認であった。生活

基盤を失ったり住居等に損害を被った被災者にとって生活再建のための資金として地震保険は被災者の明

暗を分けたのである。すなわち地震保険を付保していた方は、迅速な査定により罹災後速やかな損害調査に

基づき、保険金が支払われたことで、それが明日への希望の灯ともなった一方で、保険を付けていなかった

方々にとっては生活再建は実に厳しい道となったのである。このようなことから、いかに地震保険の付保が

大事かを考えていかねばならない。 

 このため、代理店にとっても、地震保険の加入促進を図り、大災害に見舞われた折には生活再建に資金面

で備えるように自助努力を促すことが求められており、日頃からあらゆるリスクに備えた保険付保の提案を

的確に行うことは必須である。これを的確に行っている代理店は感謝され、そうでなければ信用を失う。ま

ことに大災害はお客様により、代理店の真贋の見極めを際立たせる。 

  

◇震災現場で痛感されたこと 

 広域にわたる大震災の被災地では、人名や家屋被害もさることながら、生活シーンが一変してしまう。生

活復旧に物心にわたり、膨大なエネルギーを必要とする。電気、水道、ガスなどのライフラインの麻痺が、

生活復旧への大きな障害となる。また電話の不通やガソリンや灯油などの不足も連絡や情報収集、移動手段

などで大きな妨げとなる。水や食料、寝具、防寒具などの確保も必要だ。 

 こうした中で、被災地において、自らも被災した代理店は、きわめて厳しい条件の下での初期対応を余儀

なくされる。 

 大量の事故受付が必要になる、停電などによりシステムで契約情報等が確認できないケースもある。家屋

喪失などの場合、避難先が不明のため連絡が取れない、安否確認すらできないケースも出てくる。 

 これら、震災時の代理店の対応で教訓として刻み込まれたことは、平時からの備えとして、まず、顧客の

緊急連絡先（例えばメールアドレスや携帯電話番号、家族構成等）をきちんと把握しておくことだ。 
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 また、停電によるシステムが使えない状況も考慮に入れ、リスク分散策として、紙ベースでの契約情報の

保管も必要だ。東日本大震災の際に、スマホやＳＮＳ、グループウエアなどの活用が、安否確認や、顧客と

の取引履歴、契約情報の確認などで大いに役立ったとする声もあった。 

  

◇ＢＣＰ（事業継続計画）の作成 

 いざという時、如何に的確に顧客対応が図れるか、災害時の対応は代理店の力量が余すところなく試され

る。顧客に感謝されるか、当てにならないと見捨てられるか、まさに代理店経営力の如何が問われるわけだ。 

 その意味でも、代理店版のＢＣＰ（ビジネス・コンティンジェンシー・プラン＝事業継続計画）を作成し、

あらゆる災害を想定したマニュアルの作成も必要であるし、実際にその計画通りに運用できるか、日頃から

の訓練も必要である。 

 また停電に備えた緊急時の電源確保（自家発電装置など）などのバックアップ体制整備も必要だ。災害有

線電話や衛星電話の構築も選択肢だろう。 

 これら災害時に防災拠点機能を担える代理店事務所づくりとして、耐震構造を備えた鉄筋家屋の事務所に

したり、災害時用の井戸を設けたりする代理店も出てきている。 

  

◇大災害時の代理店間協力体制の構築 

 被災地の代理店の場合自らの事務所なども大きな損害を受け使用不能の状態になる事態も想定される。実

際に、東日本大震災でも熊本地震でもこうたケースも実際に発生した。こうした代理店の場合、自らの顧客

からの事故受付はどこから行ったらよいのだろうか。大災害時は、顧客も不安でいっぱいであり、迅速かつ

的確な対応を図る仕組みが求められる。場合によっては保険会社の被災地の拠点すら機能不全に陥る場合も

ある。 

 こうしたときに、平時から近隣県ないし広域の代理店同士で、災害時の臨時連絡先を融通し合う協定を結

んで置き、臨時の事務所機能を提供し合い、事故受付など紹介対応を図ることも必要になっている。東日本

大震災をきっかけにこうした災害時の相互支援のネットワークづくりの検討を、保険会社も交え検討する動

きも出てきたことは注目される。 

  

◇力量試される大災害時対応 

 いざという時のために日頃から、防災や減災の観点からいかに備えるか、的確な情報提供やアドバイスが

求められているのである。 

 こうした中で、現場で被災顧客対応に当たった代理店が異口同音に指摘したのは「人に寄り添うことは、

人の話をじっくり聞くこと」ということだった。震災時の心身面のストレスを解消するには、被災者目線を

踏まえた配慮（心のケア）、心配りが必要であり、まさに代理店は、カウンセラー的な役割もまた求められ

るところとなる。避難所等で不安にさいなまれていた時に、同じ被災者でありながら、駆けつけ、寄り添い、

親身に対応してくれたことを、のちに大変感謝された、という代理店の話をしばしば耳にした。 

 いざという時、如何に的確にお客様対応が図れるか、災害時の対応は代理店の力量が余すところなく試さ

れる。お客様に感謝されるか、当てにならないと見捨てられるか、まさに代理店経営力の如何が問われるわ

けだ。 

 災害時は、地域で展開する人のネットワーク産業である代理店の価値が、集約的に発揮される場面である。

お客様のためにお役立ち窓口になることこそ、代理店サービスの原点でもある。日頃は目に見えない見落と

しがちな人と人の結びつき、モノのありがたさ、辛いときの寄り添って支えてくれる存在のありがたさが身

に染みる瞬間でもある。代理店の存在価値が示されるのは、保険の的確な提案とともに、防災、減災など保

険手前のリスクへの的確な備えのアドバイスにもある。総合生活支援業、事業経営支援業と言われる 

ゆえんでもある。 

 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch編集人） 
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『街道シリーズ』（飛騨街道その 3） 

                                         松尾 一 

        岩田坂から芥見へ（郡上街道） 
 

 郡上街道は、かつて狸や狐が出没したといい、現在では団地など

見られる岩田坂を下り、まもなく旧国道 156号を離れ、岩田に入り

ます。岩田は江戸時代初期には長島藩、のち幕府領と旗本室賀氏の

所領でした。左側の山麓には伊波乃神社が鎮座しています。開化天

皇の子が祀られていると伝える神社で、古くからこのあたりが開け

ていたという証拠でしよう。 

 郡上街道に戻ります。岩田を過ぎ芥見に入ります。芥見は古くか

ら交通の要所で東山道と郡上、飛騨に向かう分岐点があったとも言

われています。 

 また芥見は、江戸時代、岩田と同様な領主の遍歴がありましたが、

さらに旗本金田氏の所領もあり、領主ごとに庄屋が置かれていたの

です。 

 まもなく三叉路に出ます。ここにまず犬山を案内する石柱があり

ます。大正４（1915）年に建立されたもので、岐阜と、苧ケ瀬、鵜

沼そして犬山方面を案内するものです。また石柱と並ぶように木造

りの「東海自然歩道」の案内版があります。一方は犬山方面、もう一方は三田洞方面を案内するものです。 

 三叉路を過ぎるとすぐに小さな用水の傍らに、お堂や石仏群があります。そのなかに「播隆名号碑」が建

てられています。これは槍ヶ岳開山で知られている江戸時代の修験僧播隆ゆかりの石物でかつて小さなお寺

があったといいますから、ここで播隆講が行われていたかもしれませんね。 

 ここを過ぎると、まもなくうっそうとした八幡神社に着き

ます。京都の石清水八幡宮を勧進したものですが、八幡様は

源氏の氏神ですから、もともと源氏ゆかりの氏族が建立した

のでしょう。 

 八幡神社を過ぎると田畑の中を行きます。まもなく左手に

長良川に架かる藍川橋が見えてきます。このあたりは町屋と

いって文字通り長良川の川湊があった町屋が立ち並んでい

たところで、賑わいを見せていた所でした。現在、その賑わ

いは川岸にあり舟の安全を祈願する金刀比羅宮で偲ぶばか

りです。 

 芥見は、南北朝から室町時代にかけて芥見荘という荘園がありました。文明５（1473）、斎藤妙椿に招か

れた先摂政関白一条兼良が革手（岐阜市川手）に滞在したおり、鏡島（江口）から芥見荘まで舟で上ってき

ました。息子の曼珠院良鎮が荘園主だったからです。ちなみに兼良は奈良から美濃までを紀行文『ふぢ河の

記』として残しています。 

 さて、郡上街道に戻り、しばらく行くと津保川に着きます。かつて「牛子の渡し」があったところです。 

 

                                          (まつお・いち) ライフワークは地域史(近世交通史)。 

                          監修に『岐阜地理・地名・地図の謎』(実業之日本社)、『写真アルバム飛騨の昭和』（樹林舎）がある。 
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いつもお世話になっております。有限会社 イブカ です。 

※ 3 6 5 日 2 4 時 間 レ ッ カ ー サ ー ビ ス 

どんな事故でも対応致します！ 

 

 
 
 

 ※ 3 6 5 日 2 4 時 間 レ ン タ カ ー 現 場 配 送 サ ー ビ ス 
         レッカーサービスと同じように御用命下さい。 

      フリーダイヤル 0120-495-039    携帯電話 090-3309-2925 

 

       岐阜本社 岐阜市柳津町南塚 4 丁目 249   TEL 058-388-5678  FAX 058-388-5679 

岐阜本荘営業所   岐阜市敷島町 ９丁目 1-1 

岐阜羽島営業所   羽島市足近町 ３丁目 634-1 

岐阜本社工場   羽島郡笠松町門間 726-1  
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 ＜ 今月の復旧事例 ＞  車が門扉、外壁を壊して復旧 

凍結したゆるいｶｰﾌﾞでのスリップ事故 

倉庫のシャッターを壊し、倉庫内の鉄骨の柱に当たり止った。 

 

＜ 場所 ＞美濃市地域        ＜ 費用 ＞   ￥1,620,000-  （税込み） 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  
岐阜県損害保険代理業協会 提携会社 

一級建築士在籍の  ホームステップ (株)イケダ 

  ０５８－２７１－６７８８（２４時間即日対応） 
 

 

 

★☆★ ディーラーの査定とは違い、実際の中古車取引相場で査定します。 

車によっては、年式・キョリに関係なく需要があり、大きく金額に差が出ます！ ★☆★ 

【 お客様のこんなときにご利用ください！】   

●車の乗替を検討 ：下取り額が納得できない。下取り額は妥当なの？      

⇒ 「ディーラー下取りと比較してみてください！」 

●売却だけ検討 ：どこに売れば？ 高くて信頼できる会社に売りたい！  

⇒ 「賛助会員のＪＣＭにお任せ下さい！」 

●ディ－ラーでは値が付かない・・ ：引取費用が掛かると言われた。 

⇒ 「古い車や事故車でもまずはご相談ください！」 

【岐阜県損害保険代理業協会 賛助会員のＪＣＭなら安心満足！下取りよりもお得】 

・宣伝・店舗等運営コストを抑えて買取り価格に還元、高価買取りを致します。                     

・無料出張査定で手間や費用発生の心配がありません。ご指定場所まで訪問します。                          

・中古自動車認定査定士（当社社員）が査定にお伺いし、対応いたします。               

・売却を急かしたりせずお客様のご都合・代替のタイミングに合わせて対応します。             

・車両代金は現金決済も可能、名義変更手続きも無料で確実に行います。 

■■   株式会社ＪＣＭ名古屋支店   ★担当 村瀬・安藤 まで   ■■ 

TEL:052-561-8899 ／ FAX：052-561-8893    HP：http://www.jcmnet.co.jp/daikyo/  

 

情報ツールとして 【クルマの下取り・買取りサービス 】をご活用ください！ 

 

施工後 

 

施工前 
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      新入会員のご紹介   【組織委員会】 

   

岐阜支部 ： どすこい保険企画     代申 損害保険ジャパン日本興亜（株） 

    東ブロック       店主 前村 涼 様 

                    〒500-8241 岐阜市領下 6-85-2 TAKAMADO ﾋﾞﾙ 302 

  TEL 058-215-9256  FAX  058-215-9257 

（平成２９年 ２月１７日入会）  紹介者 （有）プログレス 山田 秀一 様 

 

 

中濃支部 ： （有）可児自動車     代申 あいおいニッセイ同和損害保険（株） 

                店主 可児 英樹 様 

                    〒501-3821 関市平賀町 2-16-3 

  TEL 0575-22-7394  FAX  0575-46-7395 

（平成２９年 ２月２３日入会）  紹介者 （株）フジヨシ 山谷 庸一 様 

 

 

岐阜支部 ： （株）トドロキレッカー  代申 富士火災海上保険（株） 

    東ブロック       店主 河田 真一 様 ・ 代表者 小森 康史 様 

                    〒501-6013 羽島郡岐南町平成 6-33 

  TEL 058-246-8200  FAX  058-246-7100 

     （平成２９年 ２月２７日入会）  紹介者 オフィス大野 大野 広 様 

 

 

岐阜支部 ： アイブライト（株）    代申 東京海上日動火災保険（株） 

    東ブロック       店主 山田 祐司 様 

                    〒502-0015 岐阜市雄総柳町 1-23 ｺﾝｾﾌﾟﾄﾋﾞﾙ 3Ｆ 

  TEL 058-214-7195  FAX  058-214-7196 

     （平成２９年 ３月１３日入会）  紹介者 （株）東日コンサル 鵜飼 康弘 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日／平成２９年 ３月２７日 

責任者／畦地正治  発行／広報機関誌委員会 
〒501-0204 瑞穂市馬場春雨町 1-50-2 Tel 058-329-0050 Fax 058-329-0040 

E-mail : gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp  http://gifudaikyo.or.jp/ 
【編集室メンバー】 

  徳永 徹、北村篤俊、水川博之、後藤信男、後藤哲裕、今津洋平、小倉治実、清水公男 

    畦地正治、森 信彦 

編集後記    

2月 25日の毎年恒例の新聞広告はいかがだったでしょうか？  どうみてもシワや髪が違ってきているのに

頑なに同じ写真を掲載する人も見事です。 きっとお客さんの話のネタにしているんだと思います。 

さて、WBCの野球世界大会。日本は奮闘しています。 頑張れ、ニッポン。ガンバロー、岐阜県代協。 

（中濃支部 水川） 
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